
国立研究開発法人理化学研究所

契約担当役

経理・調達本部　調達部長　坂庭　励（公印省略）

No. 項番 仕様書 質問 回答

1 3.1

ラックスケール型計算機本体（計算ノード群、相互結合網用スイッ

チ、NIC・ DPU、電源変換・分配機構及び液冷マニホールドを一体

の筐体（連結された複数筐体を含む。以下同じ。）に収容し、工場

において組立て・試験済みの状態で納入されるもの）、合計１ラッ

クとする。

相互結合網用スイッチを計算ノード群と同ラックに搭載する必要があるということで

しょうか。

【備考】

・メーカーのリファレンス構成を確認する限り同ラックに相互結合網用スイッチを搭

載することは困難であると考えております。

・納期やコスト、設置環境を考慮したときに連結ラックによるご提案もできない可能

性が高いと考えております。

・納期やコストを考慮したときに相互結合網用スイッチも含めた構成を工場において

組立て・試験済みの状態で納入することができない可能性が高いと考えております。

以下の通り、仕様を修正いたします。

3.1　ラッククスケール型計算機本体（計算ノード群、スイッチ群、NIC・DPU、電源変

換・分配機構及び液冷マニホールドを筐体に収容し、納入されるもの）。

2 3.1

仕様書において、ラックスケール型計算機本体について「一体の筐体(連結された複数

筐体を含む。以下に同じ。)」かつ「合計1ラック」と記載されています。

ここでいう「合計1ラック」とは、物理的なラック筐体1台を指すものではなく、計算

ノード等を収容する複数のラック筐体や、当該計算機の冷却に必要となる据置型CDU

等を含め、ラックスケール型計算機として一体的に構成・連結された複数筐体全体を1

ラックとして扱うことが可能との理解でよろしいでしょうか。

「連結された複数筐体」における「連結」として認められる構成上の条件がございま

したら、ご教示ください。

ラックスケール型計算機本体について、「工場において組立て・試験済みの状態で納

入されるもの」とありますが、工場一体構成として組立て及び試験を実施した後、輸

送・搬入上の制約等により一時的に複数の筐体又は構成単位に分割して搬入し、設置

場所において再連結・復元する構成は認められるとの理解でよろしいでしょうか。

分割搬入が認められる場合、現地での再連結・復元後に必要となる試験・確認の条件

がございましたら、ご教示ください。

(下記に対する回答は下段（No.3）に回答)

近接地に設置する開閉器盤はこの1ラックには含まれないと考えてよろしいでしょう

か。

また設置場所の高さ制限の有無についても御教示ください。

同上

3 4.1.11

電源・筐体:本システムはラック一体型(1ラック)として納入し、項

番4.5.2に定める受電設備に適合する電源構成(電源shelf、ブス

バー、PDU)一式を含むこと。電源ユニットは国際的電源効率認証規

格80PLUS Titanium相当以上の高効率なものであること、冷却は直

接液冷(DLC)方式を主体とし、納入場所の冷却設備との接続に必要

なCDU、マニホールド、ホース等の機器一式を含むこと。また筐体

前面には吸気性能を損なわない十分な通気性を有し、施錠可能なフ

ロントドアを備え、後面には4.5.5に定めるリアドアを備えること。

仕様書において、ラックスケール型計算機本体について「一体の筐体(連結された複数

筐体を含む。以下に同じ。)」かつ「合計1ラック」と記載されています。

ここでいう「合計1ラック」とは、物理的なラック筐体1台を指すものではなく、計算

ノード等を収容する複数のラック筐体や、当該計算機の冷却に必要となる据置型CDU

等を含め、ラックスケール型計算機として一体的に構成・連結された複数筐体全体を1

ラックとして扱うことが可能との理解でよろしいでしょうか。

「連結された複数筐体」における「連結」として認められる構成上の条件がございま

したら、ご教示ください。

ラックスケール型計算機本体について、「工場において組立て・試験済みの状態で納

入されるもの」とありますが、工場一体構成として組立て及び試験を実施した後、輸

送・搬入上の制約等により一時的に複数の筐体又は構成単位に分割して搬入し、設置

場所において再連結・復元する構成は認められるとの理解でよろしいでしょうか。

分割搬入が認められる場合、現地での再連結・復元後に必要となる試験・確認の条件

がございましたら、ご教示ください。

近接地に設置する開閉器盤はこの1ラックには含まれないと考えてよろしいでしょう

か。

また設置場所の高さ制限の有無についても御教示ください。

（下段太字に対する回答）

近接地に設置する開閉器盤はご理解の通りです。この1ラックには含まれません。

設置場所の高さ制限についてはございません。搬入および、設置場所に設置ができればよいで

す。

4 4.1.1

本システムはすべて同一の構成とし、演算加速器(GPU) 群及びこれ

を制御するホストプロセッサ (CPU)を備え、全GPUが単一のスケー

ルアップ・ファブリックに接続され、1個のジョブから全 GPUを同

時に利用できるラックスケール型の計算システムであり、ラック全

体でのGPU等の構成は、後述の演算性能およびメモリ帯域を満た

し、72基(またはそれに相当するシステム構成)以上とすること。

72基のGPUを常に単一の資源として割り当てる想定でしょうか。もしくは複数の利用

者やジョブに分割して同時利用する運用を想定されますでしょうか。

利用運用方針はこれから決定する予定ですが、72基のGPUを単一の資源として割り当てる運用

も複数の利用者やジョブに分割して同時利用する運用も両方想定しております。

5 4.1.12

OS: Ubuntu Server 24.04 LTS 以降、Rocky Linux 9以降をインス

トールし、GPU ドライバおよび AI 開発用ソフトウェアスタックが

動作確認済みの状態で納入されること。

UbuntuとRocky Linuxのインストール台数はそれぞれ何ノードへ導入した状態で納品

となりますでしょうか。

もしくは、動作確認後、初期化した状態で納品でしょうか。

それぞれを導入するのではなく、どちらかを全てのノードへ導入し、動作確認後に納品してく

ださい。

6 4.2.1.1

相互結合網は、全ての計算ノード群等のスケールアウト用インター

フェース(4.1.10)を接続すること。

本項目の「相互結合網」は、計算用のスケールアウトネットワークのみが対象と考え

てよろしいでしょうか。

4.2.1.6にてストレージ用のネットワークを独立して設ける要求仕様がございますの

で、計算ノードのスケールアウト用インターフェースを、スケールアウトネットワー

ク及びストレージ用ネットワークの双方に接続するという意図ではないと考えており

ます。

ご認識の通りです。相互結合網の定義が不明瞭であったため、仕様書を修正します。

7 4.2.1.5

計算用のスケールアウトネットワークとして、2 台以上のリーフス

イッチ、および 1 台以上のスパインスイッチを用意すること。計算

ノードのスケールアウト用インターフェース（4.1.10）の全てを

リーフスイッチに接続すること。リーフスイッチとスパインスイッ

チ間の接続数は、以下のうち少ない数とすること。

• リーフスイッチにおいて計算ノードのスケールアウト用インター

フェースとの接続に用いた残りの全ポート数

または

• リーフスイッチと計算ノードのスケールアウト用インターフェー

スとの接続に用いたポート数

スケールアウトネットワーク内において、スイッチ間、およびス

イッチとスケールアウト用インターフェースの間の接続に必要なト

ランシーバ、ケーブル、またはそれらに準ずるものを必要な数量備

えること。スパインスイッチは、上位ネットワークへ２系統以上で

接続可能であること。上位ネットワークへの接続のためのトラン

シーバおよびケーブルを用意し合計の帯域として 800Gbps 以上で

接続できること。実際に接続物理メディアや上位ネットワークとの

接続に必要となるケーブル長さ等の詳細は、現地説明会で理研から

別途指定する。

・上位ネットワークとはどのような構成・冗長化方式で接続されますでしょうか。

・また、「実際に接続する物理メディアや上位ネットワークとの接続に必要となる

ケーブル長さ等の詳細は、現地説明会で理研から別途指定する。」との事でしたが、

新規搭載が必要なラック位置についてはご案内いただきましたが、既存の物理メディ

アや上位ネットワークの位置についてはご説明をいただけなかった認識です。（弊社

の聞き洩らしでございましたら、⼤変失礼なことを申し上げていることを、何卒、ご

容赦くださいますようお願い申し上げます。）

改めて上記の情報が分かる資料をご提供いただけますでしょうか。

上位ネットワークとして、400GbpsのQSFP-DDポートを備えたEthernetスイッチ(ARISTA

7280CR3A-24D12)を2台用意しています。必要なケーブル・トランシーバを用意し接続して

ください。冗長方式はL2でLACPを想定しています。

「AI・ビッグシミュレーション・ビッグデータ解析の⼤規模実行実現のための評価システム」質問に対する回答書



8
4.2.1.6→

4.2.2.1

計算用のスケールアウトネットワークとは別に、ストレージ用の

ネットワークを独立して設けること。計算ノードは、ストレージ用

ネットワークインターフェースを1基以上搭載すること。ストレージ

用ネットワークインターフェースは、400Gbps以上の高速ネット

ワーク(EthernetまたはInfiniband)によるポートをを2つ以上備える

こと。全てのストレージ用ネットワークインタフェースのポートを

接続するスイッチを1台以上備えること。

ストレージ用のネットワーク内において、スイッチとストレージ用

ネットワークインターフェースの間の接続に必要なトランシーバ、

ケーブル、またはそれらに準ずるものを必要な数量備えること。ス

イッチは、上位のネットワークへ4系統以上で接続できること。上位

ネットワークへの接続のためのトランシーバおよびケーブルは

400Gbpsのものであること。実際に接続する物理メディアや必要と

なるケーブル長さ等の詳細は、現地説明会で理研から別途指定す

る。

・本項に記載のある「ストレージ」は、4.1.8で定義される計算ノード内蔵ストレージ

とは異なるという理解でよろしいでしょうか。

・本項に記載のある「ストレージ」は、4.2.1.2及び4.2.1.4に記載のある「共有スト

レージ」を指すと考えてよろしいで しょうか。

・本項に記載のある「ストレージ」は、4.4.5に記載のあるLustreファイルシステムを

指すと考えてよろしいでしょうか。

・本項に記載のある「ストレージ」は、4.1.8で定義される計算ノード内蔵ストレージとは異

なります。

・本項に記載のある「ストレージ」は、4.2.1.2及び4.2.1.4に記載のある「共有ストレージ」

を指します。

・本項に記載のある「ストレージ」は、4.4.5に記載のあるLustreファイルシステムを指しま

す。

9
4.2.1.6→

4.2.2.1

・上位ネットワークとはどのような構成・冗長化方式で接続されますでしょうか。

・ストレージ用ネットワークにDDN EXAScalerを接続されます想定でしょうか。

その場合、直接接続になりますでしょうか︖それとも現行スイッチ経由でしょうか

︖

　後者の場合、DDN EXAScalerが接続される現行スイッチは冗長化されていますで

しょうか。

　また、想定される接続本数をお教えください。

上位ネットワークとして、400GbpsのQSFP-DDポートを備えたEthernetスイッチ(ARISTA

7280CR3A-24D12)を2台用意しています。必要なケーブル・トランシーバを用意し接続して

ください。冗長方式はL2でLACPを想定しています。DDN EXAScalerは本ネットワーク

(Ethernet)と既設Infiniband XDRの両方に接続されているため、現行スイッチ経由となりま

す。ストレージネットワークと上位ネットワーク間の接続は400Gbpsで4系統以上です。

10
4.2.2.3→

4.2.3.3

管理ネットワークは、理研が用意するネットワークに 10Gbpsの2系

統で接続すること。接続インターフェースは 10GBASE-LR または

10GBASE-SRとする。

ご用意されるネットワークとはどのような構成・冗長化方式で接続されますでしょう

か。

2系統のスイッチにLACPで冗長接続することを想定しています。

11 4.4.2

すべての計算ノードは、MPIによる分散並列計算環境に対応するこ

と。

ジョブはCLIからの実行を想定されますでしょうか。GUIからのジョブ実行が必要で

しょうか。

Slurm等のクラスタを前提とする場合、管理サーバの要件(冗長構成等)はありますで

しょうか。

管理サーバやジョブスケジューラの構築は含みません。

12 4.4.5

理研が有しているデータダイレクト・  ネットワークス社製Lustre

ファイルシステムであるEXAScalerを計算ノード上にマウントす

る。NFS等に変換することなく、直接Lustreファイルシステムとし

てマウントできること。クライアントソフトウェアは、必要に応じ

て理研より提供することを想定すること。本ファイルシステムは、

4.2.1に示す相互結合網を経由してマウントすること。

・本項に記載のある「4.2.1に示す相互結合網」は、スケールアウトネットワーク及び

ストレージ用ネットワークの両方を指すでしょうか。それともストレージ用ネット

ワークのみでしょうか。

・Lustreファイルシステムは、ご提案するネットワークの種類(Ethernetもしくは

Infiniband)にあわせて貴所から提供いただけると考えてよろしいでしょうか。もしく

は、ネットワークの種類が既存 Lustreファイルシステムと異なる場合、変換用のサー

バ(LNETルータ等)もご提案する必要があるでしょうか。

・本項に記載のある「4.2.1に示す相互結合網」は、ストレージ用ネットワークのみを指しま

す。

・Lustreファイルシステムは、提案いただくネットワークの種類(Ethernetもしくは

Infiniband)にあわせて理研から提供します。

13 4.4.5

・製品型名と製品仕様書をご教示いただけないでしょうか

・マウントや、ファイルシステムの構築は貴研究所にて実施いただく認識でよろしい

でしょうか

DDN EXAScalerはスケールアウトネットワークに接続される想定でしょうか?

その場合、Leafスイッチに直接接続される想定でしょうか? それとも現行スイッチ経

由になりますでしょうか?

また、想定される接続本数をお教えください。

提案いただくストレージ用ネットワークの種類(EthernetもしくはInfiniband)それぞれに応じ

た上位のネットワークにDDN EXAScalerが接続されています。

このため、ストレージ用ネットワークを上位ネットワークに接続するためのトランシーバ・

ケーブルなどを必要数量用意してください。OSに合わせたクライアントソフトウェアと設定

を理研から提供しますので、マウントの確認まで提案者で実施してください。接続本数は

4.2.2.1の通りです。

14 4.4.6

搭載する演算加速器に最適化された、PyTorch、TensorFlow があ

ること。

ジョブ実行はコンテナ想定でしょうか、ホストOS上でしょうか、もしくは混在でしょ

うか。

コンテナでもネイティブ実行でも問いません。

15 4.5.1

冷却機器の屋外設置部分は、地下一階で、既設配管に接続すること

を想定すること(現地説明会で確認すること)。

既設配管への接続箇所の接続方式や口径につきましては応札者側の要望に応じてご加

工頂けるという認識でよろしいでしょうか。ヘッダから供給する水の水質基準または

分析表、使用薬剤・不凍液の種類と濃度、供給系統が開放系／密閉系のいずれかをご

提示ください。接液材質・フィルタ／ストレーナの指定、汚れ対策と補給水・排水の

取扱条件もご教示ください。差圧0.2～0.3の単位と測定位置を念のためご教示くださ

い。必要流量・接続口径・系統圧力損失は、当方の提案発熱量と設計温度差に基づき

提案時に提示したしますが。その設計に適用する取水流量の上限・下限や運用制約が

あればご提示ください。また、一次側流量の可変制御の可否、施設側差圧制御との調

整条件をご教示ください。貴所手配のヘッダ改修と本調達の配管接続の責任分界を、

接続端の図示でご提示ください。止水弁、フランジ・継手、ストレーナ、計器、保

温、支持、水抜き・復旧をどちらが負担するか、接続仕様の確定期限と改修完了予定

日もご教示ください。

既設配管への接続箇所の接続方式や口径につきましては応札者側の要望に応じてご加工頂ける

という認識でよろしいでしょうか。

>はい。ご理解の通りです。

ヘッダから供給する水の水質基準または分析表、使用薬剤・不凍液の種類と濃度、供給系統が

開放系／密閉系のいずれかをご提示ください。

>密閉系、水としては水道水レベル。水質分析は現状行っていません。

接液材質・フィルタ／ストレーナの指定、汚れ対策と補給水・排水の取扱条件もご教示くださ

い。

>基本的には排水はないものとします。

補給水については水道水を補給すること。ただし自動的に冷水配管から補給されます。

差圧0.2～0.3の単位と測定位置を念のためご教示ください。

>その通りです。単位はMPaです。測定位置は冷水ヘッダー部です。

必要流量・接続口径・系統圧力損失は、当方の提案発熱量と設計温度差に基づき提案時に提示

したしますが。その設計に適用する取水流量の上限・下限や運用制約があればご提示くださ

い。

>特になし。ただし流量については、導入される計算設備の最⼤消費電力に基づき、ΔTが10度

になることを前提とした、最⼤流量しか提供しません。

また、一次側流量の可変制御の可否、施設側差圧制御との調整条件をご教示ください。

>基本的に差圧一定制御です。

貴所手配のヘッダ改修と本調達の配管接続の責任分界を、接続端の図示でご提示ください。

>用意します。

止水弁、フランジ・継手、ストレーナ、計器、保温、支持、水抜き・復旧をどちらが負担する

か、接続仕様の確定期限と改修完了予定日もご教示ください。

>基本的には全て提案者持ちです。改修予定完了日は計算機 納入後まで（２月末予定）。接

続仕様については提案書に含めること。それに基づき２月末に完了予定です。

16 4.5.2

計算機用に交流3相4線480V60Hz、交流3相4線440V60Hzのいずれ

かを提供する。提案者はどちらか一方の電源電圧を選択すること。

またそのほかのストレージ・管理用サーバとして、3相3線式

200V60Hzを提供する。

既設変電設備の仕様書(詳細盤製作図)ならびに既設ケーブルラックの仕様、種類、

幅、ケーブル通線可能スペース、取付高さについて確認可能な資料を頂戴することは

可能でしょうか︖

資料の提供はございません。現地確認したものでご理解ください。

17 4.5.2

ストレージ・管理用サーバとしての3相3線式200V60Hzは、現地下見を実施した際の

ラック内にある電源より取得可能と理解してよろしいでしょうか。

また、そのプラグ形状は何になりますでしょうか。

理由:新規搭載するスイッチの電源プラグの形状を合わせる必要があるため。

PDUは既に設置済み。管理システムおよびストレージ部(ストレージ・管理用サーバ)は本調達

の範囲外となったため仕様書を修正します。

18 4.5.4

本システムの計算ノードの冷却は、80％以上の水冷とすること。本

システムにはASHRAE W32を想定した冷却水を提供する(冷温側に

ついては考慮不要)。システムの最⼤消費電力時に拘わらず、冷却水

の出入口温度差は10度以上を可能な限り実現できる構成とするこ

と。また、残りの空冷部分については、ASHRAE A3(Allowable,但

し低温側については考慮不要)とし、計算ノードで発生する水冷で除

熱出来ない部分については、リアドア(リアドア熱交換器(RDHx)含

む)等を用いてルームニュートラルとなるように冷却すること。

水冷率80%以上の分母・分子の対象範囲と評価負荷をご教示ください。またルーム

ニュートラルを正味室内放熱量・入口出口空気温度等のどの指標で判定するか、許容

値と測定方法をご提示ください。

水冷率80%以上の分母・分子の対象範囲と評価負荷をご教示ください。

>計算機設備及びネットワークスイッチ、電源シェルフ、提案される機材全てです。

またルームニュートラルを正味室内放熱量・入口出口空気温度等のどの指標で判定するか、許

容値と測定方法をご提示ください。

>正味室内放熱量です。

ルームニュートラルに対して室内温度条件として、室内温度35度とします。



19 4.5.5

管理システムおよびストレージ部については、計算ノードと異なる

部屋に設置された、理研が整備したラックに搭載することを想定す

ること。空調条件として ASHRAE A2（Allowable、 ただし低温側

については考慮不要）を想定すること。 46U計算ラック1台に搭載

することを想定すること。

・本項に記載のある「管理システム」 は、具体的に何を指すでしょうか。例えば

CDU・リアドア・計算ノードの環境監視/制御用機器等(組み込みもしくはスタ

ンドアロンのサーバ)も含むでしょうか。

・本項に記載のある「ストレージ部」 は、4.2.1.6のストレージ用ネットワークス

イッチも含むでしょうか。

・「管理システム及びストレージ部」について、貴所と相談の上、計算ノードと同じ

部屋への設置は可能でしょうか。

管理システムおよびストレージ部は本調達の範囲外となったため仕様書を修正します。

20 4.5.5

管理・ストレージ用46Uラックの設置室・位置、使用可能U数、取付幅・奥行、許容搭

載重量、電源・PDUの提供範囲、許容空冷発熱量をご提示ください。通信ケーブル引

込位置と必要保守スペースも確認したく存じます。

管理システムおよびストレージ部は本調達の範囲外となったため仕様書を修正します。

通信ケーブル引込位置と必要保守スペースは、見学会でみていただいた通りです。

21 5.1

納入検査完了後1年間は、通常の仕様に置いてハードウェアに不具合

が発生した場合はオンサイトでの無償修理に応じること。

2年目以降の保守に関する記載がございませんが、2年目以降のスポット保守の利用は

想定されておりますでしょうか?

2年目以降の保守形態は未定です。

22 7

納入場所:国立研究開発法人理化学研究所神戸南地区計算機棟地下1

階

今回提案製品の設置を実施する地下1階平面図及び断面図、管理システム及びストレー

ジ部を設置する計算ノードと異なる部屋の記載のある平面図及び断面図、当該受変電

設備及び既設配管の記載のある平面図及び断面図、全体の搬入経路の確認可能な図面

一式を頂戴することは可能でしょうか。搬入経路につきましてはELV幅、高さを搬入

経路の最狭値と捉えてよろしいでしょうか。また計算ノードを設置する地階設置場所

近辺の防水仕様についても確認可能な資料を頂戴することは可能でしょうか。

今回提案製品の設置を実施する地下1階平面図及び断面図、管理システム及びストレージ部を

設置する計算ノードと異なる部屋の記載のある平面図及び断面図、当該受変電設備及び既設配

管の記載のある平面図及び断面図、全体の搬入経路の確認可能な図面一式を頂戴することは可

能でしょうか。

>図面を用意します。

断面図に関しては提供できるものがございません。見学会で設置場所の状況を確認いただいた

と認識しております。

搬入経路につきましてはELV幅、高さを搬入経路の最狭値と捉えてよろしいでしょうか。

>搬入経路の最狭値は認識の通りです。

搬入による制限は、搬入用エレベータのサイズとなり、幅1,500mm 高さ 2,400mm 奥行

2,200mm程度となります。設置個所における高さ制限は、最終的なラックとしての設置高さ

制限は3,400mm以下（但し、冷水配管等のためにラック下に架台を設置する場合はその高さ

を除く）になります。

また計算ノードを設置する地階設置場所近辺の防水仕様についても確認可能な資料を頂戴する

ことは可能でしょうか。

>提供できる資料がございません。


